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2 Fa- 6 ラット体内a- トコフェロール濃度に及ぼすHydroxymatairesinol摂取の影響

○山下かなへ＊、池田彩子＊,   Risto Santti＊＊

(＊椙山女大, ＊＊Turku大)

【目的】現在までに、ラットにa- トコフェロール(a-Toc) とゴマに含まれるリグナン物

質( セサミンやセサミノール) を摂取させた場合に、体内のa-Toc 濃度が有意に上昇

することを見いだした。今回、Dr. Santtiより供与された針葉樹のリグナン物質である

Hydroxymatairesinol (HMR) とセサミノールのa-Toc 濃度上昇効果を比較することによ

って、ゴマリグナンによるa-Toc 濃度の上昇に対するリグナン構造の関与を調べた。

【方法】４週齢のWistar 系雄ラットを対照群、0.2%セサミノール添加飼料群、0.2% ま

たは0.5%  HMR 添加飼料群の計４群に分けた。すべての飼料中のa-Toc 含量はlOmg/kg

とした。８週間飼育後断頭により屠殺し、肝臓、腎臓、脳および血漿を採取し、a-Toc

濃度とチオバルビツール酸反応生成物(ＴＢＡＲＳ)濃度を測定した。

【結果】実験期間中の体重変化および臓器重量に、群間で有意な差は観察されなかっ

た。肝臓、腎臓、脳および血漿中のa-Toc 濃度は、対照群に比べて0.2% セサミノール

群で有意に上昇したが、0.2% および0.5%  HMR 群で有意な上昇は見られなかった。こ

の時、腎臓では、TBARS 濃度がHMR 摂取によりわずかに低下する傾向が見られた。

以上の結果から、ゴマリグナン摂取によるラット体内a-Toc 濃度の上昇は、そのリグ

ナン構造だけが原因ではないことが推察された。

2 Fa- 7
ビタミンＣ欠乏の免疫機能に及ぼす影響

○岡本摩耶　 塚本幾代 （奈良女大･院）

【目的】　 ビタミンC  (V.C) は食作用や細胞性免疫に関与するといわれているが、そ
の免疫機能における役割は十分に明らかにされていない。本実験では、遺伝的にv.c 合

成能を欠損したＯＤＳラットを用いてv.c 欠乏が免疫機能に及ぼす影響1こついて検討した。

【方法】 ＯＤＳラット(12 週齢､ 雌)を Ｖ.C欠乏食で1,2,3 週間飼育し(C1,C2,C3 群)、

体重と飼料摂取量を測定した。飼育後、血液と牌臓を採取した。血液を用いて白血球系細

胞数の測定、リンパ球のフローサイトメトリー(FACS) による解析、血清中V.C,  IgG の定
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胞数の測足、リンパ球のフローサイトメトリー(FACS) による解析、血清中V.C,  IgG の定
量を行った。牌臓はv.c 定量後、牌細 抱のmrtogen に対する増殖能を測定した。

【結果】　Cl,  2, 3 群いずれも体重及び飼料摂取量に対照群との有意差は見られなかっ

た。Ｖ.C 量はa 群において血清、牌臓で各々対照群の約40 ％,15 ％となり、C2,3 群

では5 ％j-:(下に減少した。白血球系細胞数測定の結果、好中球､好酸球､単球数には Ｖ｡C 欠

乏群に有意な減少は認められず、リンパ球数がC3 群で対照群の65 ％に有意に減少した。

ﾘﾝﾉ 毎 のFACS 解析の結果、C2 においてIgM ’ B細胞数の減少、C3 では更にCD ぐT
細胞数の減少ｶｰ められた。しかし、CD8 →T 細胞数にはv.c 欠乏による影響が見られな

かった。血清19G 量は、C1 群で既に対照群の82 ％と有意な差が認められ、C2 で48 ％、

C3 で39 ％に減少した。牌細胞の増殖能は、T-cell mit:ogen (PHA-P, Con Ａ)及びB-cell

mitogen  (I_PS)に対してC1 群で既に顕著な低下が認められた。以上の結果から、Ｖ.C 欠

乏は、igG の産生4 IgM゛ B及びCD4 ゛T細胞数の減少を引き起こすこと力寸明らかとなった。
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